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調査特別委員会を設置！
紀州日高漁協の補助金虚偽申請

●特別調査委員会のメンバー
◎玉井　伸幸　議員
○天野　仁　　議員
　丸山　幸雄　議員
　真造　賢二　議員
　井口　雅裕　議員
　池田　三千留議員
　出口　晴夫　議員
◎委員長　○副委員長

「
中
立
性
」「
正
確
性
」を
基
本
に
、

　
　
　
　

補
助
金
申
請
に
係
る
事
実
確
認
を
進
め
る
！

▲町当局より説明を受ける各議員（10 月１日　全員協議会）

P2

　

町
議
会
は
10
月
８
日
の
臨
時
議
会
で
議
長
発
議
と
し
て
、
紀
州
日
高
漁
協
（
本
所
・
和
歌
山
県

御
坊
市
）
が
、
虚
偽
の
申
請
を
し
て
み
な
べ
町
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
い
た
問
題
で
、
こ
の
問
題

を
調
査
す
る
た
め
の
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

調
査
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
７
人
で
、
委
員
長
に
玉
井
伸
幸
議
員
、
副
委
員
長
に
天
野
仁

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
最
初
の
同
委
員
会
で
、今
後
の
進
め
方
と
し
て「
中
立
性
」「
正
確
性
」「
認

識
共
有
」
を
基
本
に
、
補
助
金
申
請
に
係
る
事
実
確
認
、
町
当
局
の
在
り
方
、
他
の
補
助
金
制
度

の
妥
当
性
等
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
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一
般
会
計・特
別
会
計
の
決
算
認
定
の
ほ
か

　
　

15
議
案
を
集
中
審
議
し
、原
案
通
り
可
決
！

　
一
般
質
問
に
10
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
質
す
！

9
月
定
例
会
が
、
９
月
４
日
か
ら
₂０
日
ま
で
の
₁₇
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
、
２
０
１
８
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
決
算
な
ど
認
定
８
件
、

最
終
日
に
追
加
さ
れ
た
議
案
を
含
め
て
₁５
件
、
全
案
件
に
つ
い
て
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
認
定
案
件
の
平
成
３０
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委

員
会
の
中
で
各
課
・
各
部
署
よ
り
、
主
要
な
施
策
及
び
予
算
の
執
行
の
実
績
に
つ
い
て
詳
細
な
報

告
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

9月定例議会のあらまし

平成30年度決算を認定!

▲審査最終日には、主要な事業の現地調査を実施しました。
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●特別会計・企業会計／総額47億440万円

●普通会計／９９億４,３0６万円 （歳入決済額）

（歳出総額）※企業会計を除く

9月定例議会のあらまし

水
道
事
業

収
益
的
収
入

水
道
事
業

収
益
的
支
出

簡
易
水
道

後
期
高
齢
者
医
療

農
業
集
落
排
水

公
共
下
水
道

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

0
（億）

10 億

20 億

1.2 1.52.03.02.3
4.9

16.1
18.4億円

0 20億 20億30億 30億10億 10億 （億）40億 40億

地方交付税

町債（借入金）

町税

国庫支出金

県支出金

繰越金

地方消費税交付金など

諸収入・寄附金など

使用料・手数料など

0

民生費

総務費

公債費

土木費

消防費

農林水産業費

教育費

衛生費

商工費

議会費

災害復旧費

                            36.9 億円

        10.9

           15.4

         12.7

　 6.9

　　8.1

 3.4

 2.7

1.8

19.5億円　            

8.0     

12.2         

14.9           

8.3      

10.2       

10.5       

4.8   

0.9

0.7

1.5

歳入 99億4,306万円 91億1,717万円 歳出
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　国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、農業集落排水事業、公共下水道事業、簡易水道事業、
水道事業の全ての特別会計の実質収支で黒字。

予算現額に対する執行率は 86.3% となり、

前年度より 1.2% ダウン !

一般会計予算に対する事業の執行率は？

償還額は減少し実質公債費比率は、12.8% と

昨年より 0.4% 改善 !
（早期健全化基準の 25% を下回る）
町民 1 人当たりの借金（町債残高）は

77 万 6 千円
町民 1 人当たりの積立金残高は

　　　　　　　　　　43 万 9 千円

普通会計における財政収支改善は ?

●農林水産業費　坂ケ谷農道整備事業費の
　　　　　　　　増加などで

10.3% アップ !
●土木費　高城トンネル工事など社会資本 
　　　　　整備総合交付金事業費の増加で

30.5% アップ !
●消防費　防災拠点整備事業費が増加し

30.6% アップ !
●教育費　各小学校へのエアコン設置事業の

　　　　　実施で 19.8% アップ !

前年より増加した主な事業費 !

国民健康保険会計など６つの全特別会計、1つの公営企業会計など全て黒字！

予算の現額に対する不用額は 4.5% となり、

前年度の4.3%減より0.2%アップ!

一般会計における不用額は？

前年度と比較して所得割の比率は 8.6% 増と
なり、町税全体で前年度より

1.6% アップ !
農業所得等が増加した事が主な要因。

町税での所得割の伸びは？

●総務費　光通信網整備事業費が終了した為

24.1% ダウン !
●民生費　老人福祉施設組合への負担金が

　　　　　減少し 4.3% ダウン !
●公債費　合併特例債の償還額が減少し

17.5% ダウン !

前年より減少した主な事業費！

平成 30年度決算

ここがポイント !
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「決算審査特別委員会 審査報告」
平成30年度

9月定例議会のあらまし

決算を質す!
平成 30 年度一般会計と各特別会計の決算について、議長と監査委員 1 名を除く全議員で構成す

る「決算審査特別委員会」を設置し、丸山幸雄委員長、池田三千留副委員長のもと、現地調査を
含めた 3 日間に亘

わた

って審査しました。
歳入については町税や使用料金などの収納状況を、歳出については、各課施策に対する妥当性（目

的、投入金額、成果）について各課、部門に各方面から質疑をし、審査を行いました。
最終日には、各議員により意見集約で審査報告書を取りまとめ、全会一致で認定しました。

避難路沿いにある地震発生時等に倒壊の危
険性のあるブロック塀等を撤去、もしくはフ
ェンスなどへの改善工事がすすんでいるよう
です。通学路沿いにある危険なブロック塀に
ついても教育委員会と連携し、撤去補助金を
ＰＲするなど早期の改善を積極的に働きかけ
ていただきたい。

総務課所管
人口減少による収入の減少等により、町税

の減少傾向が続いている中で、収納率は高く
なっています。今までの頑張りや取りくみに
より、滞納者の意識改革や理解が進んでいる
こと、相談しやすい体制に窓口がなっている
こともその要因なのではないかと思います。
公平な税負担のため、引き続き徴収率向上の
努力をお願いします。

税務課所管

子育て世代の支援や、介護予防など様々な
事業が展開されています。

今後も切れ目のない支援をお願いします。

健康長寿課所管

東京 23 区災害備蓄用梅干しやうめレシピ本
の増刷など消費拡大につながっています。

また、20 件近いイベントを中心に、うめの
ＰＲ（消費宣伝）を行っています。多い時に
は１ヶ月に 3 回のイベントや、沖縄県でのイ
ベントなどがあり、担当職員にとってかなり
ハードなスケジュールに思われます。職員の
健康管理に十分注意して、これからも頑張っ
てください。

うめ課所管

国民健康保険特別会計において、保険料の
収納率は改善してきているものの、未収納額
は依然高い水準にあります。微収体制の強化
で保険料負担の公平性に努めていただきたい
と思います。

住民福祉課所管

農業基盤整備として、坂ヶ谷道路ほか農道、
用排水路整備、東神野川木の川線ほか林道整
備、堺，南部漁港の整備、国民宿舎レストラ
ン改修などの事業を頑張ってくれています。

一方、鶴の湯温泉施設・薪ボイラーの運用
について再検討すべきではないかという意見
がありました。

産業課所管

住宅使用料については、滞納分も含め毎年
減少していますが、より一層の徴収率向上を
お願いします。また、駅前有料駐車場につい
ては、健全な運営がされています。今後も適
正管理に努めていただきたいと思います。

建設課所管

現地調査で、上南部小学校のブロック塀撤
去及びフェンス設置と校舎空調設備設置状況
を確認しました。よりよい学習環境がつくら
れ、児童たちも学習に励んでもらえると思い
ます。

教育学習課所管
共和東・本郷・西本庄・共和西地区が公共

下水道に接続されました。晩稲熊岡、東西岩代、
受領地区の 4 地区の農業集落排水全体のつな
ぎこみ率は 76.8％です。今後もつなぎこみ率
向上に努力をお願いします。

生活環境課所管
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30年度はこんな事に使われました（抜粋）

防災対策　防災備品購入　1,171千円

防災対策　ブロック塀等耐震対策
　　　　　　4,246千円　撤去4件　改善7件

防災対策　防災拠点整備事業
　　　　　　160,626千円　

老人福祉　二子の里浴室修繕工事　
　　　　　　5,460千円　

農業費　　鳥獣害対策
　　　　　  ・防御柵設置支援　7,220千円
　　　　　  ・有害鳥獣捕獲　17,668千円

水産業費　堺漁港船揚場改良工事　
　　　　　　4,631千円　

土木費　　高城トンネル改良工事
　　　　　　626,454千円

住宅費　　空き家解体処理費補助金　
　　　　　　10,181千円　（19戸）　

商工費　　国民宿舎レストラン改修工事
　　　　　　19,990千円　

保健体育費　梅の里トレイルラン大会補助金
　　　　　　 　1,478千円　

教育費　　各小学校エアコン設置工事　
　　　　　　297,804千円　

公民館費　高城公民館野外トイレ設置工事
　　　　　　23,004千円　

うめ振興　世界農業遺産推進事業
（協議会負担金、周知看板設置4か所　ほか）
　　　　　　14,477千円　

教育費　　南部中学校テニスコート増設工事
　　　　　　2,030千円　
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7
月
2
日　

令
和
元
年
第
2
回
御
坊
日

高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例

会
（
天
野
議
員
）

7
月
3
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
定

例
会
（
議
長
）

7
月
5
日　

広
報
特
別
委
員
会

7
月
9
日　

高
速
自
動
車
道
紀
南
延
長

促
進
協
議
会
通
常
総
会
（
議
長
）

7
月
11
日　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会

（
正
副
議
長
）

7
月
17
日　

広
報
特
別
委
員
会

7
月
23
日　

大
山
町
視
察
対
応

7
月
25
日　

会
計
例
月
検
査
（
原
田
議

員
）

7
月
26
日　

令
和
元
年
第
2
回
臨
時
議

会
、
総
務
文
教
委
員
会
、
郡
議
長
会
視

察
対
応
（
議
長
）

7
月
29
日　

総
務
文
教
委
員
会

7
月
30
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
組
合
議
会
（
議
長
）

8
月
1
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
（
正
副
議
長
）

8
月
2
日　

県
全
議
員
研
修

8
月
6
日　

近
畿
自
動
車
道
有
田
南
紀

田
辺
間
整
備
推
進
協
議
会
通
常
総
会

8
月
7
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

議
会
（
正
副
議
長
）・
例
月
検
査
（
副

議
長
）

8
月
8
日　

全
員
協
議
会

8
月
20
日　

決
算
監
査

8
月
21
日　

決
算
監
査

8
月
22
日　

現
地
視
察

8
月
23
日　

会
計
例
月
監
査
（
原
田
議

員
）

9
月
2
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設

事
務
組
合
（
天
野
議
員
）

9
月
3
日　

日
高
広
域
消
防
定
例
会

（
丸
山
議
員
）

9
月
4
日　

開
会

9
月
5
日　

長
寿
の
集
い

9
月
6
日　

長
寿
の
集
い

9
月
7
日　

な
か
よ
し
作
業
所
20
周
年

式
典
（
議
長
）

9
月
20
日　

全
員
協
議
会　

閉
会
後

9
月
24
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

例
月
検
査
（
副
議
長
）

9
月
25
日　

会
計
例
月
監
査
（
原
田
議

員
）、
御
坊
市
視
察
受
け
入
れ

9
月
26
日　

県
道
田
辺
印
南
線
推
進
協

議
会

宮
﨑
繁
幸
議
員

①
農
業
用
た
め
池
の
安
全

井
口
雅
裕
議
員

①
高
齢
運
転
者
対
策
に
つ
い
て

原
田
覚
議
員

①
太
陽
光
発
電
所
新
設
工
事
に

　
お
け
る
本
町
の
対
応
に
つ
い
て

玉
井
伸
幸
議
員

①
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
事
業
の
影
響
と

　
対
策
に
つ
い
て

谷
本
吉
弘
議
員

①
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
①

②
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
②

永
井
幸
喜
議
員

①
防
災
広
場
に
つ
い
て

真
造
賢
二
議
員

①
空
き
家
の
利
活
用
に
対
す
る
町
の
責
任
は

②
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
の
周
知
と
活
用
促
進
を

池
田
三
千
留
議
員

①
幼
保
無
償
化
に
伴
う
取
り
組
み
と
現
状

②
災
害
時
の
避
難
意
識
と
タ
イ
ミ
ン
グ
と
法

　
律
相
談

③
自
衛
隊
へ
の
住
民
名
簿
提
供
を
問
う

出
口
晴
夫
議
員

①
町
の
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
よ
り
実
効
性

　
の
高
い
も
の
に

天
野
仁
議
員

①
み
な
べ
町
の
人
口
減
少
、
ど
う
見
る
　

　
そ
の
対
策
は

町政を問う！
一　般　質　問

10議員が登壇

議
会
の
動
き
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宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

ど
う
い
っ
た
形
の
も
の
か
、
答

え
て
頂
き
た
い
。

　

そ
れ
と
、
農
業
用
た
め
池
の

管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律

の
制
定
と
あ
る
が
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
作
成
や
防
災
工
事

計
画
の
届
け
出
が
必
要
な
管
理

者
、
ま
た
は
所
有
者
の
確
認
は

で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
危
険

管
理
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た

指
導
を
し
て
い
く
の
か
聞
い
て

み
た
い
。

町
長　

み
な
べ
町
が
た
め
池
と

し
て
把
握
し
て
い
る
個
数
は
９４

箇
所
、
浸
水
区
域
に
家
屋
や
公

共
施
設
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性

が
あ
る
た
め
池
を
、
防
災
重
点

た
め
池
と
い
う
が
、
こ
こ
数
年

は
降
雨
量
の
増
加
か
ら
整
備
基

準
も
年
々
、
よ
り
安
全
傾
向
に

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
ハ
ー

ド
面
は
国
、
県
の
補
助
金
を
活

質
問　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
、
台
風
に
よ

る
被
害
が
各
地
で
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る

１
０
０
０
㎜
と
い
う
降
水
量
の

雨
が
、
み
な
べ
町
に
降
っ
た
場

合
、
各
地
に
点
在
す
る
１
０
０

箇
所
近
い
た
め
池
の
氾
濫
や
決

壊
の
心
配
は
な
い
の
か
。
危
険

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
ど
う

い
っ
た
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
対
策
と
は
。
安
心
、
安
全
と

住
民
が
、
納
得
す
る
対
策
と
は
、

用
し
順
次
全
面
改
修
等
を
考
え

て
行
き
た
い
。
ソ
フ
ト
面
に
お

い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

の
作
成
や
受
益
管
理
者
と
協
議

し
な
が
ら
危
機
管
理
意
識
の
向

上
、
現
実
的
な
た
め
池
の
廃
止
、

貯
水
量
低
減
の
検
討
に
努
め
た

い
。

再
質
問　

水
利
組
合
の
了
解
も

頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

水
量
を
下
げ
、
池
の
土
手
の
強

化
は
最
小
限
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
国
や
県
の
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
減
災
に
努
め
て
頂

き
た
い
。

　

そ
こ
で
聞
い
て
み
た
い
の
が

芝
崎
区
の
五
反
池
、
水
量
は

３
２
０
０
０
㎥
、
水
利
組
合
員

は
１４
名
、
田
畑
の
大
き
さ
は

様
々
で
あ
る
が
、
１
年
間
で
そ

れ
だ
け
の
水
量
が
必
要
で
あ
る

の
か
。
渇
水
の
心
配
は
上
に
女

郎
（
ジ
ョ
ロ
）
池
と
い
う
た
め

池
も
あ
る
事
か
ら
、
対
策
は
可

能
と
思
わ
れ
る
。
心
配
さ
れ
る

こ
と
は
、
大
雨
に
よ
る
決
壊
と

地
震
に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
た
め

池
の
氾
濫
。
そ
う
い
っ
た
災
害

を
防
ぐ
為
の
策
と
し
て
、
水
量

調
整
の
為
の
水
門
（
池
の
樋ひ

）

の
設
置
。
年
間
を
通
じ
て
下
げ

る
の
で
は
な
く
、
必
要
で
あ
る

水
量
を
最
大
と
し
、
９
月
か
ら

３
月
ま
で
は
、
最
小
限
ま
で
下

げ
る
。
各
地
に
あ
る
ダ
ム
の
様

に
、
大
雨
対
策
と
し
て
放
流
が

可
能
に
な
る
。
今
回
の
質
問
と

し
て
、
五
反
池
の
水
門
の
設
置

と
、
水
量
調
整
の
為
の
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
。
水
利
組
合
と
の

円
滑
な
話
し
合
い
を
、
み
な
べ

町
に
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
た
め
池

は
水
利
組
合
が
維
持
管
理
を
、

行
っ
て
い
る
が
、
樋ひ

門も
ん

の
修
理

等
は
、
そ
の
都
度
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
る
上
で
、
た
め
池
そ
れ
ぞ
れ

に
違
い
も
あ
る
事
か
ら
そ
の
対

応
は
考
え
て
行
き
た
い
。

　

五
反
池
の
水
量
に
関
し
て
は
、

夏
場
は
水
田
に
水
が
必
要
な
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
難
し
い
が
、

冬
場
は
あ
る
程
度
、
下
げ
て
お

い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
、
４
月
、
５
月
に
雨

が
降
ら
な
か
っ
た
場
合
も
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

調
整
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
双

方
話
し
合
い
を
す
る
上
で
資
料

提
供
し
、
判
断
を
頂
く
。

　

町
内
に
は
池
が
１
０
０
箇
所

ち
か
く
あ
る
事
か
ら
、
各
水
利

組
合
と
話
し
合
い
を
今
後
進
め

て
い
き
た
い
。

　

水
門
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
危
険
と
判
断
さ
れ
た
た

め
池
か
ら
、
部
分
改
修
や
全
面

改
修
を
行
い
、
決
壊
や
水
害
を

防
ぐ
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　
農
業
用
た
め
池
の
安
全　
　

　
　
　
　
　
　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
五
反
池
決
壊
に
対
す
る
対
策
は

答
弁　
ハ
ー
ド
面
は
国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
順
次
全
面
改
修
を
実
施

ソ
フ
ト
面
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
作
成
や
危
機
管
理
意
識
の
向
上

防　災
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井
い

口
ぐち

雅
まさ

裕
ひろ

 議員

質
問　

み
な
べ
町
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
事
業
、
目
的

は
加
齢
と
と
も
に
車
両
等
の
運

転
に
必
要
な
判
断
力
、
及
び
身

体
能
力
が
衰
え
、
運
転
に
不
安

の
あ
る
高
齢
者
に
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故

の
減
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
支
援
品
と
し
て

コ
ミ
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
券
商
品

券
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ミ
バ
ス
券
の
代
わ
り
に
商
品

券
等
、
お
世
話
に
な
る
方
と
の

食
事
券
（
割
引
券
）
等
選
択
肢

を
用
意
し
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
急
発
進
防
止
装
置
設

置
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
で
は
高
齢
者
安
全
運
転
支

援
装
置
支
援
事
業
補
助
金
で
、

費
用
の
９
割
を
補
助
す
る
と
の

事
で
す
。
み
な
べ
町
に
お
い
て

も
、
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

こ
の
制
度
を
県
、
地
域
も
一
緒

に
な
っ
て
考
え
て
い
く
と
い
う

の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
運
転
指

導
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
貸
し
出
し
、

回
収
し
て
運
転
技
能
、
運
転
能

力
や
運
転
の
仕
方
に
つ
い
て
、

指
導
に
生
か
す
取
組
み
を
兵
庫

県
警
三
田
署
が
は
じ
め
た
そ
う

で
す
。
み
な
べ
町
で
も
交
通
安

全
協
会
、
教
習
所
等
、
地
域
を

挙
げ
て
取
組
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

町
長　

み
な
べ
町
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
事
業
で
す
け

れ
ど
、
運
転
に
不
安
の
あ
る
高

齢
者
の
方
々
の
自
主
的
な
運
転

免
許
の
返
納
を
促
す
こ
と
で
、

高
齢
者
の
か
か
わ
る
交
通
事
故

の
減
少
を
図
っ
て
い
く
も
の
と

し
て
、
平
成
３０
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。　
　

　
「
返
納
し
よ
う
か
な
」
と
思

わ
れ
て
い
る
方
に
、
そ
っ
と
背

を
押
し
て
あ
げ
る
感
覚
で
し
て
、

返
納
す
る
と
恩
恵
が
あ
る
よ
と

い
う
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
運
転
を
し
て
い
た
方

が
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
通
院

等
、
家
族
や
周
り
の
方
々
の
協

力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
も
と
も
と
自
動
車
の

運
転
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
高

齢
者
も
お
ら
れ
、
そ
の
方
々
は

従
来
か
ら
コ
ミ
バ
ス
等
の
利
用

や
家
族
や
周
り
の
方
々
の
協
力

で
、
日
常
生
活
で
の
移
動
を
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

自
主
返
納
さ
れ
た
方
に
対
す
る

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
自
主
返
納
の
状
況
や
コ
ミ

バ
ス
等
の
利
用
状
況
、
そ
し
て

老
人
福
祉
と
し
て
の
高
齢
者
の

皆
様
の
移
動
手
段
等
を
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

急
発
進
防
止
装
置
設
置
支
援

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
が
本
年
７
月
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
鑑か

ん
が

み

ま
し
て
、
こ
の
装
置
の
設
置
が

昨
今
の
交
通
事
故
の
中
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
違
い

対
策
に
効
果
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
関
係
機
関
と
協
議
、
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。

　

み
な
べ
町
の
交
通
事
故
を
無

く
す
町
民
会
議
で
、
交
通
課
長

に
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
の
で

す
が
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、

病
院
等
へ
行
っ
た
時
、
バ
ッ
ク

で
駐
車
場
に
入
れ
て
お
く
と
、

出
る
と
き
の
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な

く
な
る
の
で
は
、
と
毎
年
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
発

進
事
故
防
止
の
一
つ
と
し
て
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
利

用
し
た
運
転
指
導
に
つ
い
て
は
、

全
県
的
に
警
察
の
安
全
運
転
指

導
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
べ

き
か
と
。
所
轄
の
田
辺
署
な
ど

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

高
齢
者
の
安
全
運
転
対
策

答
弁　

関
係
機
関
と
協
議
、
調
整
を
し
て
い
く

安全対策

バックで駐車を
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地
元
地
区
に
は
事
前
の
説
明

が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
工
事
内
容

の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
台
風
に
よ
り
現

場
の
土
砂
が
井
ノ
谷
川
と
桜
川

に
流
れ
、
地
元
区
長
と
共
に
当

局
に
対
応
の
お
願
い
に
上
が
り

ま
し
た
が
、
大
規
模
な
土
砂
崩

れ
が
起
こ
ら
な
い
か
住
民
の
心

配
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
国
立
公
園
の
指
定
や
、

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
景
観
維
持
を
考
え
る

と
、
こ
の
よ
う
な
開
発
事
業
の

許
可
に
関
し
て
は
、
町
独
自
の

条
例
の
設
置
や
規
制
の
強
化
な

ど
を
す
べ
き
で
は
。

町
長　

工
事
に
対
す
る
不
安
、

完
成
後
の
安
全
性
等
に
つ
い
て

は
、
建
設
課
か
ら
業
者
に
工
事

中
の
安
全
対
策
、
特
に
降
雨
時

の
土
砂
流
出
対
策
・
対
応
、
完

原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

質
問　

現
在
、
山
内
区
内
で
太

陽
光
発
電
所
の
新
設
工
事
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
吉
野
熊

野
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
海
岸
に
近
く
、
多
く
の
木
々

を
伐
採
す
る
大
規
模
工
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
５０
ＷＫ
以
上
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
に
つ
い
て
は
条
例

が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
県
知
事

の
認
定
が
必
要
。
太
陽
光
発
電

の
設
置
を
認
可
す
る
に
は
市
町

村
の
意
見
が
許
可
条
件
と
な
っ

て
い
る
が
、
５０
ＷＫ
未
満
は
そ
の

規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
後
の
施
工
者
責
任
等
を
指
導

し
、
対
処
で
き
る
部
分
か
ら
現

場
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
も
井
ノ
谷
川
、
桜
川
の

河
川
管
理
面
か
ら
安
全
対
策
を

徹
底
し
、
地
元
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
業
者
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
５０
ＷＫ
以
上
の
設
備

は
、
自
治
体
と
の
協
議
や
関
係

住
民
へ
の
説
明
を
終
え
る
必
要

が
あ
り
、
土
砂
災
害
の
防
災
上

の
観
点
、
設
備
の
安
全
、
環
境

へ
の
影
響
、
景
観
と
の
調
和
、

関
係
法
令
の
許
可
状
況
等
の
基

準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
市
町
村
長
の
意
見
、
地
域
住

民
の
意
見
、
事
業
者
意
見
を
踏

ま
え
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
現
場
は
、
昨
年
制
定

さ
れ
た
条
例
の
全
面
施
行
日
以

前
に
着
手
を
し
て
お
り
、
県
条

例
の
対
象
外
と
聞
い
て
い
ま
す
。

た
だ
景
観
法
に
基
づ
く
届
け
出

に
つ
い
て
は
、
１
０
０
０
㎡
を

越
え
て
お
り
、
土
地
の
造
成
と

あ
わ
せ
て
現
在
、
県
に
届
け
出

を
提
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

町
独
自
の
条
例
設
置
や
規
制

強
化
は
、
県
条
例
が
施
行
さ
れ

て
お
り
、
運
用
状
況
を
み
な
が

ら
ト
ラ
ブ
ル
や
課
題
は
ど
こ
ま

で
解
消
さ
れ
る
の
か
、
５０
ＷＫ
未

満
の
景
観
法
に
も
該
当
し
な
い

小
規
模
な
も
の
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
て
い
く
余
地
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

森
林
法
等
に
基
づ
く
開
発
許

可
は
面
積
要
件
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
審
査
体
制
が
確
立

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
規
模

に
規
制
を
設
け
る
の
は
、
逆
に

民
間
活
力
、
個
人
財
産
、
経
済

活
動
に
か
か
わ
る
問
題
が
あ
る

と
考
え
、
景
観
維
持
と
い
う
観

点
か
ら
は
独
自
の
条
例
と
い
う

の
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

世
界
農
業
遺
産
関
連
に
つ
き

ま
し
て
は
、
田
辺
市
と
県
と
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

建
設
課
長　

景
観
法
の
届
け
に

は
町
か
ら
意
見
書
を
付
け
て
県

に
経
由
進
達
し
て
い
ま
す
。
現

場
の
切
取
り
・
盛
土
の
法
面
は

植
生
マ
ッ
ト
を
張
り
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
面
の
下
地
は
、
土

砂
流
出
対
策
と
し
て
防
草
シ
ー

ト
を
敷
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
排
水
対
策
は
、
パ
ネ

ル
数
が
多
く
現
地
状
況
を
み
な

が
ら
設
置
を
考
え
、
調
整
池
に

つ
い
て
も
業
者
と
打
合
せ
し
要

望
し
て
い
ま
す
。
土
砂
流
出
の

問
題
も
あ
る
の
で
町
と
し
て
も

厳
格
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

太
陽
光
発
電
所
新
設
工
事
に
お
け
る
本
町

の
対
応
つ
い
て

答
弁　

意
見
書
を
提
出
し
業
者
指
導
。
町
独
自
の

条
例
は
考
え
て
い
な
い
。

環　境
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周辺地域に見られる事例

土
砂
流
出
に
よ
る
漁
業
へ
の
影

響
を
懸
念
す
る

質
問　

南
部
川
河
口
の
極
め
て

大
き
な
発
電
施
設
の
工
事
に
対

し
て
町
内
で
心
配
や
不
安
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
地
元
で
は

川
や
田
畑
へ
の
土
砂
流
出
に
よ

る
被
害
を
恐
れ
、
被
害
が
生
じ

た
場
合
に
備
え
て
当
該
事
業
者

と
「
覚
書
」
を
交
わ
し
た
。
土

砂
の
流
出
は
、
漁
業
で
も
藻
や

貝
の
死
滅
さ
ら
に
は
イ
セ
エ
ビ

の
水
揚
げ
に
影
響
が
出
な
い
か

と
心
配
さ
れ
る
。
地
元
区
同
様
、

漁
協
等
と
も
「
覚
書
」
が
交
わ

さ
れ
る
べ
き
で
は
。

町
長　

河
口
部
の
前
面
海
域
や

漁
場
ま
で
は
距
離
も
あ
り
、
ま

た
、
町
及
び
県
が
土
砂
流
出
対

策
、
安
全
対
策
等
指
導
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
直
接
的
な
影

響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

漁
業
者
と
の
協
議
を
通
じ
て
県

と
相
談
し
、
他
地
域
の
状
況
を

調
査
の
う
え
未
然
の
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
よ
う
話
し
合
い
た
い
。

継
続
的
な
監
視
・
指
導
を

再
質
問　

今
回
は
環
境
面
で
も

ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・
産
卵
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、

国
立
公
園
に
隣
接
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
保
全
へ
の
対
応
も
必

要
と
な
る
。
今
後
は
、
設
置
後

も
監
視
を
続
け
、
景
観
を
保
持

す
る
植
栽
な
ど
の
指
導
等
々
、

継
続
的
に
注
視
・
指
導
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
の
話

で
は
、
一
般
に
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
の
反
射
に
よ
り
、
ウ
ミ
ガ

メ
が
上
陸
を
避
け
た
り
パ
ネ
ル

保
護
の
照
明
が
夜
間
の
行
動
に

影
響
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

と
の
こ
と
。
今
回
の
予
定
地
と

千
里
地
域
で
は
か
な
り
距
離
が

あ
り
、
直
接
的
な
影
響
は
な
い

だ
ろ
う
と
の
見
解
。
し
か
し
、

工
事
地
及
び
造
成
地
を
含
め
た

維
持
管
理
状
況
を
監
視
し
、
必

要
な
と
こ
ろ
に
指
導
し
な
が
ら

地
域
の
意
見
、
業
者
と
の
相
談

の
も
と
方
向
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
景
観
保
護
の
植

栽
や
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
の

マ
ッ
ト
を
敷
く
方
策
を
と
る
な

ど
現
在
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

世
界
農
業
遺
産
を
守
る
た
め
に

再
々
質
問　

今
後
、
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
田

畑
や
山
林
の
維
持
困
難
か
ら
、

山
々
に
パ
ネ
ル
が
散
在
し
か
ね

な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

で
世
界
農
業
遺
産
の
必
須
要
件

で
あ
る
景
観
が
損
な
わ
れ
、
認

定
取
り
消
し
と
な
ら
な
い
か
非

常
に
危
惧
さ
れ
る
。
た
だ
こ
の

件
は
、
人
々
や
法
人
の
財
産
権

や
経
済
活
動
を
制
限
し
か
ね
な

い
極
め
て
難
し
い
問
題
を
は
ら

ん
で
お
り
、
単
に
条
例
や
規
制

を
設
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
熊
野
参
詣
道

の
景
観
保
全
の
と
り
く
み
が
大

い
に
参
考
に
な
る
。
県
で
は
か

ね
て
よ
り
県
景
観
計
画
を
定
め
、

こ
の
中
で
参
詣
道
を
「
特
定
景

観
形
成
地
域
」
に
指
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
田
辺
市
は
重
点
的

に
と
り
く
ん
で
き
た
。
こ
こ
で

の
経
験
や
知
見
は
み
な
べ
町
に

と
っ
て
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

県
景
観
計
画
に
お
い
て
「
特
定

景
観
形
成
地
域
」
に
追
加
指
定

さ
れ
る
こ
と
が
、
今
最
も
具
体

的
か
つ
効
果
的
な
方
策
と
考
え

る
が
。

町
長　

世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
伝
統
的
農
法
や
生
物
多

様
性
な
ど
を
次
世
代
に
継
承
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
太
陽

光
発
電
に
よ
る
世
界
農
業
遺
産

認
定
へ
の
影
響
は
国
内
の
他
の

認
定
地
域
で
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
他
の
地
域
の
方
々
と
の
相

談
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
各

種
団
体
と
も
協
議
し
、
特
定
景

観
形
成
地
域
の
指
定
つ
い
て
県

や
田
辺
市
と
も
連
携
を
と
り
た

い
。
み
な
べ
町
の
と
り
く
み
が

他
の
地
域
に
模
範
と
な
れ
る
よ

う
な
体
制
に
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

太
陽
光
発
電
設
備
の
影
響
を
最
小
限
に

答
弁　

関
係
者
、
県
、
他
地
域
と
連
携
し
て

　
　
　

と
り
く
み
た
い

環　境

玉
たま
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伸
のぶ

幸
ゆき
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質
問  

和
歌
山
県
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
指
定
す
る
不
在
者
投

票
の
で
き
る
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
、
身
体
障
害
者
施
設
、
保
護

施
設
の
指
定
基
準
は
、
５０
人
以

上
を
収
容
す
る
に
足
り
る
ベ
ッ

ト
数
を
有
す
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

　

５０
人
以
下
の
病
院
や
施
設
は

不
在
者
投
票
が
で
き
な
い
の
が

現
状
。

　

振
興
局
の
話
で
は
、
積
極
的

な
働
き
か
け
は
し
て
い
な
い
と

の
こ
と
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
郡

や
県
の
町
村
会
を
通
じ
て
働
き

か
け
を
し
て
頂
き
た
い
。

　

行
政
と
し
て
は
、
車
に
投
票

箱
が
あ
る
移
動
期
日
前
投
票
所

の
巡
回
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で

は
。

　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世

代
が
7５
歳
以
上
に
な
り
、
全
人

口
に
占
め
る
割
合
が
2０
％
近
く

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
政

府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
方

向
性
と
し
て
、「
医
療
か
ら
介

護
へ
、
施
設
か
ら
在
宅
」
へ
と

い
う
方
針
が
示
さ
れ
い
る
。

  

投
票
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら

行
け
な
い
方
達
の
支
援
体
制
の

強
化
は
、
町
行
政
の
役
割
で
は
。

早
急
に
対
応
を
。

総
務
課
長  

公
職
選
挙
法
で
は
、

「
選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
み
ず

か
ら
投
票
所
に
行
き
投
票
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
外
と
し
て
期

日
前
投
票
、
指
定
施
設
内
で
の

不
在
者
投
票
、
町
外
か
ら
の
不

在
者
投
票
、
身
体
に
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
方
が
行
う
郵
便
投

票
が
あ
り
ま
す
。

　

県
の
選
管
と
し
て
は
、
50
人

以
下
の
病
院
、
施
設
等
に
不
在

者
投
票
制
度
の
導
入
を
積
極
に

働
き
か
け
は
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
施
設
の
方
か
ら

申
請
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

考
え
で
す
。

　

県
の
選
管
の
考
え
方
と
整
合

性
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

再
質
問  

今
年
の
参
議
院
選
の

時
に
、
あ
る
方
が
投
票
の
意
思

が
あ
り
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
県
の
選

管
が
指
定
す
る
病
院
で
は
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
指
定
外
病

院
の
場
合
、
医
師
の
外
室
許
可

が
な
け
れ
ば
投
票
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。

　

非
常
に
不
公
平
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長  

病
院
側
か
ら
指
定

病
院
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

の
が
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

投
票
所
に
行
く
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
の
選
管
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
ま
す
。

再
々
質
問  

投
票
の
公
平
性
に

つ
い
て
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
、
基
本
的
人
権
の
中
の

参
政
権
の
話
に
な
っ
て
く
る
。

　

今
の
状
態
は
非
常
に
不
備
だ

と
思
う
。
皆
さ
ん
が
投
票
で
き

る
環
境
を
整
え
る
の
が
行
政
の

仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
頭
の
中

に
入
れ
て
対
処
し
て
も
ら
い
た

い
。

町
長  

み
な
べ
町
選
挙
管
理
委

員
会
と
し
て
は
県
の
選
管
へ
、

県
の
選
管
は
県
内
の
選
管
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
て
、
中
央
選

管
に
要
望
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
並
行
し
て
、
行
政
を

預
か
る
者
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
部
分
に
つ
き
ま
し

て
は
、
基
本
的
人
権
で
あ
る
参

政
権
の
分
も
踏
ま
え
て
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
と
こ
ろ
は
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
的
な
部
分
は
選
挙
管
理

委
員
会
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

公
平
な
投
票
機
会
の
確
保
を

答
弁　

事
務
的
な
部
分
は
選
挙
管
理
委
員
会
と

相
談

選　挙

そ
の
他
の
質
問
事
項　

投
票
率
を
上
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
①

谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員
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永
なが

井
い

幸
こう

喜
き

 議員

町
長　

そ
も
そ
も
、
小
山
田
池

周
辺
の
高
台
造
成
の
柱
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
防
災
の
拠
点
づ

く
り
と
、
統
合
こ
ど
も
園
の

移
転
先
づ
く
り
の
二
本
柱
で

す
。
防
災
用
語
で
、
72
時
間
と

か
、
72
時
間
の
壁
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
は
、
ま
ず
１
つ
目
と

し
て
、
人
命
救
助
の
リ
ミ
ッ
ト

が
災
害
発
生
か
ら
72
時
間
で
あ

る
。
２
つ
目
と
し
て
、
一
般
的

に
人
が
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
生
き

延
び
ら
れ
る
限
界
が
72
時
間
で

あ
る
。
人
命
救
助
の
観
点
か
ら
、

３
つ
目
と
し
て
、
国
や
自
治
体

が
地
元
住
民
の
災
害
対
応
を
行

う
態
勢
を
整
え
る
の
に
、
お
お

む
ね
72
時
間
で
あ
る
。

　

避
難
場
所
の
高
さ
の
基
準
に

な
る
水
位
は
、
こ
れ
を
も
と
に

し
て
、
避
難
場
所
の
位
置
決
め

等
、
選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
該
防
災
広
場
は
、
標
高
16

質
問　

町
長
は
議
会
で
以
前

「
東
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
避

難
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
高
台

に
避
難
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

こ
で
72
時
間
を
過
ご
せ
ら
れ
る

よ
う
な
施
設
に
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
72
時
間
を
過
ご
せ
る
施

設
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
広
場
の
高
さ
が
海
抜

１6
ｍ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
津

波
到
達
水
位
が
そ
も
そ
も
こ
の

高
さ
で
大
丈
夫
な
の
か
。

ｍ
で
す
。
基
準
水
位
が
表
記
さ

れ
て
い
る
直
近
地
点
の
数
値
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
広
場
の
下

で
、
津
波
と
の
余
裕
高
が
7.2
ｍ

分
あ
り
ま
す
。
十
分
な
標
高
地

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
補
助
事
業
に
乗
っ

か
っ
て
い
く
た
め
の
方
策
と
し

て
、
防
災
広
場
を
造
成
し
て
、

そ
こ
に
こ
ど
も
園
を
持
っ
て
い

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

後
、
備
蓄
倉
庫
で
あ
っ
た
り
、

消
防
車
庫
で
あ
っ
た
り
と
い
う

形
で
今
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

再
質
問　

こ
ど
も
園
の
エ
リ
ア

に
も
何
ら
か
の
避
難
所
と
し
て

の
設
備
の
よ
う
な
も
の
が
欲
し

い
と
思
い
ま
す
が
。
ま
た
、
も

し
駐
車
場
部
分
を
避
難
場
所
と

し
て
位
置
づ
け
る
な
ら
、
防
災

広
場
と
駐
車
場
と
の
間
を
行
き

来
で
き
る
よ
う
な
階
段
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
。

町
長　

園
庭
部
分
は
こ
ど
も
園

が
管
理
を
す
る
予
定
で
す
が
、

駐
車
場
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は

町
管
理
と
し
て
お
き
た
い
。

　

隣
に
建
築
を
予
定
し
て
い
る

備
蓄
倉
庫
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
避
難
所
に
供
給
す
る
飲
用
水

や
非
常
食
の
保
管
場
所
で
あ
り

ま
す
。
駐
車
場
部
分
を
物
資
集

積
搬
送
場
所
に
も
利
用
で
き
る

の
で
は
。
あ
と
、
下
の
広
場
と

上
の
駐
車
場
等
、
行
き
来
の
部

分
に
つ
い
て
で
す
が
、
階
段
が

必
要
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問　

こ
こ
を
多
目
的
広

場
と
し
て
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を

設
け
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
災
害
時
の
避
難

場
所
と
し
て
、
雨
の
と
き
や
強

い
日
差
し
の
時
間
の
避
難
者
の

助
け
と
な
る
の
で
は
。

町
長　

今
あ
る
防
災
広
場
３
，

０
０
０
平
米
は
、
平
常
時
に
も

使
え
る
何
ら
か
の
も
の
は
検
討

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

ド
ー
ム
型
の
屋
根
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
緊
急
物
資
が

輸
送
さ
れ
て
き
て
も
雨
の
場

合
、
ど
う
い
う
配
分
を
す
る
の

か
と
い
う
部
分
も
含
め
ま
し
て
、

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
あ
り
ま
す
。
今
の
町
の
状
況

で
、
ど
こ
ま
で
い
け
る
の
か
と

い
う
部
分
も
含
め
、
避
難
場
所

が
完
成
し
た
後
と
し
て
、
非
常

に
い
い
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た

と
い
う
形
で
答
弁
を
終
わ
り
ま

す
。

質
問　

小
山
田
防
災
広
場
に
つ
い
て

答
弁　
高
台
に
は
備
蓄
倉
庫
、
消
防
車
庫
も
併
設

広
場
へ
の
ド
ー
ム
型
屋
根
・
駐
車
場
へ
の
連
絡
階

段
の
設
置
は
検
討

防　災

工事が進む防災広場
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

質
問　

数
年
前
の
空
き
家
調
査

に
よ
り
、
多
く
の
不
良
空
き
家

の
撤
去
に
つ
な
が
っ
た
。
た
だ

目
的
が
異
な
っ
た
た
め
空
き
家

の
利
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

空
き
家
の
利
活
用
の
目
的
は

①
移
住
・
定
住
の
促
進

②
援
農
者
の
宿
舎

　

①
県
の
移
住
定
住
推
進
市
町

に
な
り
、
空
き
家
の
修
復
、
空

き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
等
、
様

々
な
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
状
態
。

　

②
農
業
に
お
け
る
労
働
力
確

保
は
切
実
な
課
題
。
そ
の
た
め

に
全
農
業
団
体
、
町
、
県
、
JA
、

議
員
で
構
成
す
る
対
策
会
議
が

設
立
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
労
働

力
確
保
は
県
外
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
く
安
価
な
宿
舎
が
不
可
欠

と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

会
議
の
目
的
は
労
働
力
確
保

に
対
す
る
各
々
の
責
任
の
明
確

化
。
で
は
空
き
家
の
利
活
用
に

対
す
る
町
の
責
任
は
何
か
。
移

住
定
住
政
策
も
含
め
所
管
は
。

町
長　

通
勤
圏
外
か
ら
の
労
働

者
の
受
入
れ
に
安
価
な
宿
泊
所

確
保
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
。

町
の
支
援
は
対
策
会
議
の
議
論

も
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

不
良
空
き
家
調
査
の
所
管
は

建
設
課
、
移
住
定
住
対
策
は
産

業
課
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

個
人
財
産
へ
町
が
ど
こ
ま
で

関
わ
れ
る
か
は
あ
り
ま
す
が
、

労
働
力
確
保
の
た
め
の
宿
舎
と

し
て
優
良
空
き
家
の
調
査
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問　

移
住
推
進
対
象
地
域

（
清
川
）
以
外
の
空
き
家
に
は

何
の
補
助
の
な
い
、
町
独
自
の

改
修
等
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

町
独
自
の
空
き
家
バ
ン
ク
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
町
が
そ
れ

ら
を
借
り
、
管
理
し
、
貸
す
サ

ブ
リ
ー
ス
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

県
の
移
住
推
進
政
策
の

趣
旨
に
反
す
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
が
、
町
独
自
の
支
援
制
度
を

検
討
し
て
み
ま
す
。

　

町
独
自
の
空
き
家
バ
ン
ク
は
、

一
定
以
上
の
物
件
確
保
が
困
難

で
は
。
引
続
き
県
の
空
き
家
バ

ン
ク
を
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

　

町
が
空
き
家
を
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
は
労
働
力
不
足
対
策
と

し
て
有
効
な
手
段
で
す
。
し
か

し
、
ど
こ
ま
で
町
が
責
任
を
持

つ
の
か
、
個
人
財
産
等
、
非
常

に
難
し
い
部
分
が
あ
り
、
今
後

の
検
討
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

質
問　

昨
年
５
月
か
ら
無
料
配

信
が
開
始
さ
れ
た
「
和
歌
山
県

防
災
ナ
ビ
」
は
素
晴
ら
し
い
ア

プ
リ
。
主
な
機
能
は
。

①
近
く
の
避
難
先
検
索

②
映
像
で
の
避
難
方
向
確
認

③
警
報
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表
示

④
河
川
水
位
や
雨
量
確
認

⑤
家
族
等
の
居
場
所
確
認

⑥
避
難
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

し
か
し
住
民
の
多
く
は
存
在

さ
え
知
ら
な
い
の
で
は
。
周
知
、

活
用
促
進
を
図
る
た
め
に

●
パ
ン
フ
を
公
共
施
設
に
配
置

●
毎
号
広
報
誌
へ
の
掲
載

●
HP
で
ア
プ
リ
紹
介

●
勉
強
会
の
開
催

●
避
難
訓
練
で
の
活
用
、
を
。

町
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
〇
パ
ン
フ
を
入

手
、
公
共
施
設
に
置
き
ま
す
。

〇
県
民
の
友
６
、９
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
ば
か
り
、
そ
ち
ら
を

ご
覧
頂
き
た
い
。
町
広
報
誌
へ

は
６
月
、
９
月
、
11
月
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。
〇
HP
に
も
掲

載
し
、
県
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
、

利
用
者
増
に
努
め
ま
す
。
〇
開

発
者
の
県
職
員
が
講
師
と
し
て

来
て
く
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災
会
や
訓
練
で
の
勉
強

会
開
催
を
検
討
し
ま
す
。
〇
避

難
所
へ
の
最
短
ル
ー
ト
の
表
示

や
案
内
は
非
常
に
役
立
つ
も
の

で
す
。
訓
練
で
の
活
用
を
促
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
質
問
で
町
民
の
皆
さ
ん

に
防
災
ナ
ビ
の
存
在
を
知
っ
て

頂
け
、
防
災
意
識
の
向
上
に
つ

な
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

空
き
家
利
活
用
に
対
す
る
町
の
責
任
は

答
弁　
優
良
空
き
家
調
査
実
施
、
他
の
対
策
も
検
討

空　家

質
問　

和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
の
周
知
と
活
用
促
進
を

答
弁　

周
知
、
勉
強
会
、
訓
練
で
の
利
用

防災

QR コードからダウン
ロードできます
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池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規

定
に
基
づ
い
て
、
本
町
は
情
報

を
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

当
該
年
度
18
才
に
な
ら
れ
る
方

が
対
象
で
す
。

再
質
問　

現
状
が
わ
か
り
ま
し

た
。
自
治
体
が
自
衛
官
募
集
の

広
報
な
ど
を
行
う
こ
と
は
定
め

て
は
い
る
が
、
名
簿
提
供
は
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
だ
け
で
、
地
方
自
治
体
に
名

簿
提
供
の
要
請
に
応
じ
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

全
国
の
多
く
の
自
治
体
で
は
個

人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を

保
護
す
る
観
点
か
ら
、
本
人
の

同
意
な
し
の
情
報
提
供
に
は
応

じ
て
い
な
い
。
全
面
協
力
す
べ

き
だ
と
す
る
態
度
は
地
方
自
治

の
否
定
で
あ
り
、
到
底
許
さ
れ

な
い
こ
と
で
す
。

　

町
で
は
個
人
や
住
民
の
プ
ラ

質
問　

自
衛
隊
員
募
集
に
個
人

情
報
と
な
る
住
民
名
簿
提
供
の

義
務
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
提

供
を
始
め
た
の
は
何
年
か
ら
か
。

議
論
は
さ
れ
た
の
か
。
ど
こ
か

ら
の
要
請
か
。
提
供
対
象
年
齢

は
何
歳
か
。

町
長　

提
供
は
平
成
27
年
度
。

議
論
は
な
か
っ
た
。「
防
衛
大

臣
は
自
衛
官
ま
た
は
自
衛
官
候

補
生
の
募
集
に
関
し
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
都
道
府

県
ま
た
は
市
町
村
長
に
対
し
必

要
な
報
告
ま
た
は
資
料
を
求
め

イ
バ
シ
ー
の
提
供
だ
と
い
う
の

に
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い
の
は

何
故
か
。
こ
れ
は
個
人
情
報
を

知
ら
な
い
う
ち
に
、
軽
く
扱
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。

町
長　

何
故
議
論
を
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
、
私
自
身
疑
問
に

思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問　

自
衛
隊
の
置
か
れ

て
い
る
任
務
や
役
割
に
つ
い
て

私
も
十
分
知
っ
て
い
ま
す
。
災

害
派
遣
や
一
般
が
対
応
で
き
な

い
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

重
々
認
め
て
い
ま
す
。
協
力
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が

あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
高
齢
化
や
安
保
法
制

以
降
の
人
員
確
保
の
問
題
も
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
消
防

も
警
察
も
人
員
確
保
の
活
動
は

そ
れ
ぞ
れ
で
や
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
だ
け
に
対
象
者
名
簿
を

提
供
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
と
考
え
ま
す
。

　

個
人
情
報
を
守
る
べ
き
地
方

自
治
体
と
し
て
、
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
紙
媒
体
で
の
提
供
を
や
め
、

せ
め
て
、
閲
覧
に
と
ど
め
る
こ

と
を
願
っ
て
質
問
を
終
わ
り
ま

す
。

町
長　

自
衛
隊
の
必
要
性
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
し
、
人
材

確
保
の
部
分
、
消
防
は
、
警
察

は
、
と
い
う
話
の
部
分
も
含
め

ま
し
て
、
や
り
方
に
つ
い
て
、

ま
ず
は
議
論
が
な
か
っ
た
部
分

に
つ
い
て
反
省
を
し
て
お
り
ま

す
。
自
衛
隊
の
方
々
に
は
い
ろ

い
ろ
助
け
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ

れ
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
今
後

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま

ず
は
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

教
育
長　

無
償
化
に
は
年
間

９
０
０
万
円
以
上
の
町
費
が
必

要
に
な
る
と
試
算
い
た
し
ま
す
。

支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
分
は
、

保
育
の
質
の
向
上
、
保
育
士
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
副
食
費

の
無
償
化
、
軽
減
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

質
問　

自
衛
隊
員
募
集
に
個
人
情
報
提
供

の
義
務
は
な
い
の
で
は

答
弁　

自
衛
隊
名
簿
提
供
の
時
に
議
論
が

な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る

行　政

　
　
　

質
問

10
月
か
ら
の
保
育
料
の

無
償
化
に
伴
う
全
国
や

近
辺
の
動
き
か
ら
町
に

も
副
食
費
の
無
償
化
や

軽
減
を
求
む
。

保
育

そ
の
他
の
質
問
事
項　

災
害
時
の
避
難
意
識
と

タ
イ
ミ
ン
グ
と
法
律
相
談

自衛隊との連携状況　　県市町村課　30 年度調査
☆適齢者の提供状況及び住基閲覧状況：県内全 30 市町村で協力

台帳閲覧 抽出閲覧 提供（紙媒体） 宛名シール
日高川町 橋本市 海南市 和歌山市
串本町 有田市 高野町

御坊市 美浜町
田辺市 日高町
新宮市 由良町

紀の川市 印南町
岩出市 みなべ町

紀美野町 那智勝浦町
かつらぎ町 太地町
九度山町 古座川町
湯浅町 北山村
広川町

有田川町
白浜町

上富田町
すさみ町

・提供については、各市町村計画で実施　　　　（2019・5 月現）
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出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質
問　

最
近
、
前
例
の
な
い
水

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
、
そ
の
発
生
の
頻
度
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
豪
雨
災

害
の
多
発
を
受
け
て
、
平
成
29

年
に
水
防
法
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
防
災
意
識
を
根
本
的

に
改
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

対
策
を
一
体
的
に
取
り
組
み
な

が
ら
「
逃
お
く
れ
ゼ
ロ
」、「
社

会
経
済
被
害
の
最
小
化
」
な
ど

方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

県
で
も
平
成
31
年
２
月
に
県

内
の
主
要
20
河
川
の
う
ち
７
河

川
に
つ
い
て
、
千
年
に
一
度
の

規
模
と
さ
れ
る
想
定
最
大
規
模

降
雨
に
よ
る
、
洪
水
最
大
水
深

図
を
新
た
に
作
成
し
公
表
し
ま

し
た
。
残
り
の
13
河
川
に
つ
い

て
も
、
早
け
れ
ば
来
年
２
月
ご

ろ
に
公
表
予
定
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

県
か
ら
新
た
に
南
部
川
の
洪

水
最
大
浸
水
図
の
公
表
を
受
け

れ
ば
、
当
然
、
町
で
も
新
た
な

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
作
成
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
等
、
策
定
に
係
る

手
順
、
ま
た
県
の
公
表
対
象
と

な
ら
な
い
小
さ
な
河
川
の
浸
水

情
報
や
、
短
時
間
で
の
集
中
豪

雨
で
水
没
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所

な
ど
が
、
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
反
映
す

る
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

町
長　

現
行
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
平
成
19
年
３
月
に

作
成
し
た
も
の
で
、
河
川
整
備

に
お
い
て
基
本
と
な
る
降
雨
を

前
提
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

大
幅
な
区
域
の
見
直
し
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
県
か
ら
公
表
さ
れ

る
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
全
て
を

作
成
す
る
か
、
そ
れ
と
も
一
番

重
要
な
浸
水
区
域
と
浸
水
深
の

み
と
す
る
か
、
ま
た
こ
れ
ま
で

と
同
じ
町
全
体
図
と
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
水
位
周
知
河
川
区
間

と
し
て
、
東
本
庄
地
区
か
ら
河

口
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
区
間
の
み
と
す
る
か
、
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

浸
水
区
域
の
み
で
な
く
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
か
ら
変
更
し

て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
県
の
調
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
、
熊
瀬
川
地
区

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

一
、二
年
は
か
か
る
た
め
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
避
難
所
等
や
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
、
関

係
区
長
に
対
し
て
の
説
明
会
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

県
で
公
表
さ
れ
な
い
小
河
川

に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
防
災

ナ
ビ
か
ら
防
災
リ
ア
ル
タ
イ
ム

情
報
と
し
て
、
気
象
庁
の
リ
ン

ク
ペ
ー
ジ
の
危
険
度
分
布
の

ペ
ー
ジ
を
開
け
ば
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
そ
の
情
報
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
周
知
を
基
本
と
し
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
メ
ー
ル
配
信
な
ど
で
、
よ

り
正
確
に
町
民
の
皆
様
へ
情
報

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ア
プ
リ
の
紹
介
や
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
な
ど
を
表
示
し
、
瞬
時
に
皆

さ
ん
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る

方
法
を
取
り
入
れ
た
い
。

再
質
問　

災
害
リ
ス
ク
が
高
ま

る
中
で
、
作
成
作
業
は
急
い
で

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
双
方
向
で
情
報

の
や
り
取
り
が
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
技
術
進
歩
や
、
社
会
的
な
環

境
の
変
化
に
合
わ
せ
て
対
応
で

き
る
職
員
の
育
成
も
お
願
い
し

た
い
。

町
長　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
際
に
は
、
前
回
同
様
に
区
長

と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
流
れ

が
非
常
に
速
い
中
で
町
民
に
充

分
周
知
、
説
明
で
き
る
よ
う
な

職
員
育
成
も
進
め
た
い
。

質
問　
県
よ
り
南
部
川
の
新
洪
水
浸
水
想
定
図
が
公
表
予
定

み
な
べ
町
の
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
に

答
弁　
大
幅
な
見
直
し
が
予
想
さ
れ
、
作
成
は
遅
れ
る
可
能
性
も

防
災
ア
プ
リ
の
紹
介
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
を
表
示
し
瞬
時
に
情
報
提
供

防　災

●
新
た
に
県
か
ら
公
表
さ
れ
る
内
容

こ
れ
ま
で

新
た
な
公
表
さ
れ
る
内
容
（
４
パ
タ
ー
ン
）

浸
水
区
域
、

浸
水
深

計
画
規
模
相

当
の
降
雨

想
定
最
大
規
模
の
降
雨

浸
水
継
続
時

間

規
定
な
し

想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
洪
水
時
に
、

避
難
が
困
難
と
な
る
浸
水
深
（
50
㎝
以
上
）

が
継
続
す
る
時
間

家
屋
倒
壊
等

氾
濫
想
定
区

域（
氾
濫
流
、

河
岸
侵
食
）

規
定
な
し

想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る
洪
水
時
に
、

家
屋
の
流
出
、
倒
壊
を
も
た
ら
す
様
な
氾

濫
流
や
河
岸
侵
食
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
区
域
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天
あま

野
の

　 仁
ひとし

 議員

質
問　

町
が
発
行
し
て
い
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
み
な
べ
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
資
料
か
ら
の
数
字

で
す
。
合
併
し
て
い
た
と
し
て

１
９
８
０
年
１
５
，
３
９
０
人
、

２
０
０
０
年
１
４
，
７
３
４
人
、

２
０
１
９
年
１
２
，
７
２
５
人
、

こ
の
状
況
で
４０
年
後
の
２
０
６

０
年
に
は
６
８
５
９
人
に
な
る

の
で
は
と
の
数
字
が
示
さ
れ
て

い
る
。
出
生
率
が
高
め
の
願
望

と
し
て
９
７
０
０
人
に
と
い
う

希
望
数
字
も
載
っ
て
い
る
が
40

年
先
、
私
は
生
き
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
こ
の
数
字
は
ど
う
な
る

こ
と
か
。

　

も
う
1
つ
、
成
人
式
を
迎
え

る
人
数
推
移
で
す
が
１
９
７
０

年
頃
お
お
む
ね
４
０
０
人
。
あ

れ
か
ら
50
年
の
近
年
、
１
５
０

か
ら
１
６
０
人
と
聞
く
。
そ
し

て
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
は
7５
か
ら
80
人
と
の
こ
と
。

つ
ま
り
20
年
後
は
半
分
の
数
字

に
な
る
。

　

ま
す
ま
す
人
口
が
減
少
傾
向

に
進
め
ば
、
限
界
集
落
が
増
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
、
学
校

統
廃
合
問
題
、
福
祉
・
医
療

等
々
、
行
政
課
題
が
増
え
る
と

思
う
。

　

今
日
の
社
会
生
活
に
対
応
す

る
に
は
、
中
小
規
模
農
家
に

と
っ
て
第
2
種
兼
業
農
家
的
な

体
制
づ
く
り
が
あ
っ
て
い
い
の

で
は
。
そ
の
為
に
も
家
か
ら
通

え
る
範
囲
で
の
働
く
場
が
あ
り
、

そ
の
条
件
を
満
た
す
に
は
企
業

誘
致
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
、
行
政
だ
け
に
求
め
る
の
で

は
な
く
企
業
誘
致
検
討
委
員
会

（
仮
称
）
を
産
官
学
民
で
立
ち

上
げ
て
は
。

町
長　

以
前
策
定
し
ま
し
た
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
１
１
，
９
０
０
人
、

２
０
６
０
年
９
，
７
０
０
人
と

想
定
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

考
え
は
２
０
４
０
年
に
合
計
特

殊
出
生
率
が
1.8
％
ま
で
上
昇
し
、

転
入
出
等
の
増
減
が
均
衡
す
る

と
し
て
の
策
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
対
策
委
員
会
を
産

学
官
民
で
、
立
ち
上
げ
て
は
と

い
う
部
分
、
な
る
ほ
ど
と
思
い

ま
す
が
、
誘
致
と
な
れ
ば
用
地

の
確
保
が
む
ず
か
し
く
、
ま
た

町
内
に
働
き
手
が
お
ら
れ
る
か

が
不
安
の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

再
質
問　

１
９
８
０
年
代
、
バ

ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
梅
干
し

の
単
価
も
段
々
と
安
く
な
り

２
０
０
０
年
か
ら
の
10
年
に
か

け
て
大
学
へ
進
学
さ
せ
、
県
外

で
も
い
い
生
涯
の
仕
事
を
掴つ

か

む

流
れ
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
た

め
転
出
者
が
多
く
な
っ
た
と

推
察
す
る
。
こ
の
40
年
間
で

２
６
６
０
人
減
少
。
こ
れ
か
ら

の
40
年
先
、
２
０
６
０
年
に
向

け
て
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
亡

く
な
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
倍
の
５
千
数
百
人
が
減
少

す
る
こ
と
に
。
だ
と
す
れ
ば

７
３
０
０
人
台
の
町
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
う
る
。
先
日
の
マ

ス
コ
ミ
報
道
で
も
県
内
の
高
校
、

大
学
新
卒
者
の
8
割
は
県
外
へ

就
職
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

も
う
1
点
、
長
期
総
合
計
画

の
第
5
章
の
82
ペ
ー
ジ
に
「
若

者
の
定
住
促
進
や
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
た
め
、
地
元
企
業
の

経
営
基
盤
の
安
定
化
を
進
め
、

ま
た
町
の
土
地
利
用
計
画
と
の

整
合
性
も
図
り
な
が
ら
、
優
良

企
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
結
果
が
出
て
し

ま
っ
て
か
ら
で
は
お
そ
い
。
今

後
の
町
の
こ
と
を
考
え
て
い
く

べ
し
と
の
思
い
を
申
し
上
げ
て

町
長
の
考
え
を
賜
り
た
い
。

町
長　

い
ろ
ん
な
計
画
に
は
、

２
０
６
０
年
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
９
，
７
０
０
人
を
達
成
す
る

た
め
の
4
つ
の
基
本
目
標
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
か
な
か
計

画
通
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
家
庭
の
経
済
が
安
定

し
な
い
こ
と
に
は
若
者
が
残
ら

な
い
。
若
者
が
残
ら
な
い
と
子

供
も
増
え
な
い
。
ま
ず
、
み
な

べ
町
の
梅
を
1
粒
で
も
買
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

み
な
べ
町
の
人
口
減
少
。
ど
う
見
る
。

答
弁　

梅
産
業
の
振
興
を
進
め
な
が
ら
若
者
が
残
る

施
策
を
展
開

社　会

みなべ町の人口の推移表

5000
6000
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8000
9000
10000
11000
12000
13000
14000
15000
16000

1960 1980 2000 2020 2040 2060 2080
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15,109

0
100
200
300
400
500
600

成人
人口 

成人人口 
４００ 

１５０～１６０ 
８０ 
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車椅子の設置、施設のバリアフリー、
待合室の畳が張替えられ、またトイ
レの改修工事等が行われ利用者から
は、利用しやすくなったとの声が大
きくなっています。

　その後、地元の声として県への陳
情を行ったが、現在は回答待ちの状
況である。
　地元としては、最近、死亡事故が
起きたこともあり、早急な解決の声
が大きくなっている

結果、こうなりました

平成29年度 12月定例会 平成 29年度 5月定例会

火葬炉は今より、大きく、
待合所においても広くトイ
レも水洗に。

問 四郎橋の架け替えと五味の
カーブの法線改良による安
全確保を。

問

耐震診断の結果、問題点はなく
当面は既存の施設延命化で使用し

たい。
トイレは、30 年度には、改修工事を完
成させたい。待合室についても、現状でも
広さは十分と思われるが、畳の張替え等は
行っている。

町長 通称五味のカーブについては、ト
ンネル工法による法線改良を県に
要望している。　四郎橋について

も要望しているが、順位が低い。南部川の
河川整備計画とあわせて考えると現実味が
出てくるが時間がかかりすぎる事から、目
線を変えて要望も考えている。

町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査
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避
難
者
３
，０
０
０
人

　
　
　
　
　

３
日
間
の
滞
在
を
想
定
！

非常発電用のガスタンク

P20

総務文教委員会

進む「みなべ町防災拠点整備事業」
付帯設備の充実を図るため、近隣の防災施設を視察！

委員会

レポート

　

み
な
べ
町
も
「
み
な
べ
町
防
災
拠
点
整
備
事
業
」
が
、
南
道
地
内
（
小
山
田
地

区
）
に
避
難
場
所
と
し
て
、
面
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
4
日
に
、
日
高
川
町
と
美
浜
町
の
防
災
事
業
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

尚
、
み
な
べ
町
防
災
拠
点
整
備
は
、
あ
く
ま
で
も
避
難
場
所
（
２
～
３
日
間
想

定
）
と
の
こ
と
だ
が
、
付
帯
設
備
を
ど
こ
ま
で
図
る
か
が
課
題
で
す
。

　町の総合的な防災減災体制の拠点として、整備を進めて
こられた「日高川町防災センター」を視察しました。
　同防災センターは、災害時には避難場所、救援物資の集積拠点とし
て、平常時は防災に関する学習の場として重要な役割を担う施設とし
て設けたとの事でした。
　尚、防災時の活用にドローンを購入したとの説明を受けました。

　松原地区が、100% 津波で浸水するうえ、津波到達まで
安全な場所に避難することが困難な「津波避難困難地域」と指定され、
これを解消する目的で「松原地区高台津波避難場所」の建設を行う。
●避難対象人口　1,928 人

施設内容
　・避難者滞在中の間仕切りにダンボール
　　500 人分・毛布
　・160 人の避難者スペース
　・防災展示学習スペース
　・炊き出しスペース
　・調理室
　・備蓄倉庫
　屋外設備として
　・駐車場
　・マンホールトイレ
　・防災パーゴラ等

町外からの救援物資を、高速道路から受け
入れる整備も図られている。

　　総事業費　8億2千万円

施設内容　
・避難場所平地面積　2400 ㎡　避難場所標高 15.5m
　（整備面積　12,950 ㎡）
・避難人口　　2000 人
　　・備蓄倉庫　　コンテナハウス　6 基　毛布、食料、飲料水、
　　　トイレ間仕切り
　　・マンホールトイレ　20 箇所
　　・耐震性貯水槽　　8 ㎥　（トイレ洗浄用）
　　・かまどベンチ　　10 基
　　・駐車場　　44 台分　要支援者用
　　・避難誘導灯　　22 基　　　　　　　　

松原地区高台津波避難場所

日高川町防災センター日高川町

美浜町
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広報モニター10名に委嘱状を交付
　広報特別委員会では、7 月より募集していた『議会広報モニター』について、応募があった
10 名に対して、このほど議長名で委嘱状を渡しました。
　「議会広報モニター」とは この、議会広報に関して、見やすく、わかりやすい広報を目指し、
広く皆さまからご意見を頂き、紙面の充実を図るための制度です。
　また、必要に応じて議会・行政に関する意見を聴取し、 議会運営や広報紙の紙面の充実に役
立てます。

豊洲市場
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令
和
元
年
9
月
25
日
（
水
）、
東
京
の
シ
エ

ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に
て
全
国
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
あ
り
、
広
報
特
別
委
員
5
名
と
事

務
局
1
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

「
月
間
総
務
」
編
集
長
の
豊
田
健
一
氏
か
ら

は
、﹃
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報
誌
を
作
る
に

は
﹄
を
テ
ー
マ
に
、「
住
民
目
線
に
立
っ
た
編

集
や
住
民
の
関
心
に
応
え
る
企
画
が
重
要
」
と

述
べ
、
手
に
取
ら
れ
、
読
ま
れ
、
行
動
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
広
報
紙
が
必
要
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。朝

日
新
聞
校
閲
事
業
部
長
の
前
田
安
正
氏

に
よ
る
﹃
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
﹄
で

は
解
り
や
す
い
文
章
の
書
き
方
、
ま
た
広
報
ア

ナ
リ
ス
ト
の
吉
村
潔
氏
か
ら
は
、「
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
団
体
の
評
価
ポ
イ

ン
ト
」
等
に
つ
い
て
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

３
氏
の
講
演
を
受
け
て
、
最
優
秀
賞
受
賞
の

埼
玉
県
寄
居
（
よ
り
い
）
町
議
会
、
優
良
賞
受

賞
の
宮
城
県
川
崎
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
、
よ
く
よ
く
研
究
し
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ

当
議
会
の
広
報
紙
に
は
多
く
の
難
題
・
難
問
に

ぶ
つ
か
り
ま
す
。

「
住
民
目
線
で
考
え
ら
れ
て
い
る
か
」「
そ
も

そ
も
、
な
ぜ
読
ま
れ
な
い
の
か
」「
読
み
や
す

さ
だ
け
で
は
な
く
。
質
疑
・
審
議
結
果
と
実
生

活
と
の
繋
が
り
や
、
予
算
が
執
行
さ
れ
る
と
ど

ん
な
影
響
が
自
身
の
生
活
に
関
係
し
て
く
る
の

か
、
理
解
で
き
る
内
容
に
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
」
研
修
を
受
け
て
、
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
広
報
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
、

意
見
・
感
想
な
ど
を
い
た
だ
く
。
新
し
い
企
画

に
挑
戦
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

翌
日
は
、
築
地
市
場
の
代
替
施
設
と
し
て
建

設
さ
れ
、
２
０
１
８
年
10
月
11
日
に
取
引
を
開

始
し
た
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
の
一
つ
で
あ
る

「
豊
洲
市
場
」
等
を
視
察
し
て
来
ま
し
た
。

広報特別委員会

9月25日　全国町村議会広報研修会
『住民目線に立った編集や企画の重要性』について学ぶ!
9 月25 日　全国町村議会広報研修会

委員会

レポート
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日
高
消
防
事
務
組
合
は
、
日
高
町
、
美

浜
町
、
由
良
町
、
印
南
町
、
み
な
べ
町
、

日
高
川
町
の
郡
内
6
町
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

昭
和
５₇
年
₁₂
月
に
発
足
し
た
消
防
組
合
で

す
。
消
防
に
関
す
る
事
務
（
消
防
団
に
関

す
る
事
務
並
び
に
消
防
水
利
の
設
置
、
維

持
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
除
く
）
を

共
同
処
理
し
て
い
る
事
務
組
合
で
、
消
防

本
部
は
日
高
町
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

旧
南
部
町
と
南
部
川
村
は
平
成
元
年

に
事
務
組
合
に
参
加
し
、
平
成
２
年
₁０
月

に
町
内
の
徳
蔵
地
区
に
「
南
部
出
張
所
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
の
議
会
議
員
の
定
数
は
₁₈
人
で
、

関
係
町
の
首
長
に
各
議
会
よ
り
１
名
、
各

消
防
団
長
等
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
消
防
法
の
中
で
は
、
そ
の
目

的
と
し
て
火
災
を
予
防
・
警
戒
し
鎮
圧
で
、

国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か

ら
保
護
す
る
事
や
、
火
災
・
地
震
等
に
よ

る
災
害
を
軽
減
す
る
事
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
傷
病
者
の

搬
送
を
適
切
に
行
い
、
も
っ
て
安
寧
秩
序

を
保
持
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
事
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
京
都
で
悲
惨
な
火
災
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
最
近
の
出
火
発
生
件

数
は
、
平
成
₁９
年
以
降
お
お
む
ね
減
少
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
火
災
に
よ
る

死
者
数
も
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
風
水
害
や
地
震
等
の

自
然
災
害
が
各
地
に
お
い
て
発
生
し
、
多

く
の
人
的
・
物
的
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
防
災
に
対
す
る
関

心
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

同
消
防
事
務
組
合
で
は
、
災
害
か
ら
住

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、

着
実
に
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図

っ
て
い
く
為
の
施
策
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
ま
す
。

事務組合施設の紹介③『日高広域消防事務組合』
住民の生命、身体及び財産を守るため、
着実に消防防災体制の充実強化を図る

国
民
の
防
災
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
中
、

消
防
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
！

日高広域消防事務組合
平成31年度みなべ町負担金（予算）

　　　　　　2 億 4,077 万 4 千円
■前年度事務組合決算額 
　　　　　　　　9 億 8,999 万 8 千円
※負担金は、各市町ごとの基準財政需要額や
起債償還費用交付税、高速道路上の救急業務
に係る特別交付税等で計算されています。

●みなべ町内での出火件数
　建物 3 件　その他 2 件
●南部救急隊の救急実績
　出動件数 552 件（523 人搬送）
　うち、急病 365 人、交通事故 34 人
※平成 30 年実績

事務組合所在マップ
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古より祭
りを支え

る

　　　　
女性のパ

ワー！ ア

カ
ル
ト

ラ

　鹿島神社（亀井隆行宮司）で 10 月 20 日、令和元年秋の例大祭が営
まれました。秋は、各地域でそれぞれ特色ある伝え受け継がれた祭り
の季節となります。
　この日の空は、前日の雨がうそのように晴れわたり、全字祭具の奉
納で大いに盛り上がりました。表立って華やかに、ハードに祭りを彩
るのは、いつも男性陣です。
　しかし、女性陣の細やかな心づかいと、綿密な段取りでのお料理支
度が、多くの祭りを支えてきたことは事実です。
炊き込みご飯やカレー、オードブル盛り合わせや、おにぎりにしても、
人数分のお米・具材・味付け・手順やタイミングを何日も前から計画・
準備をしなくてはなりません。また、当日の手伝いだけでもと参加す
る人もいます。
　その一方で、知らない間に普段から話をしたことのない者同士が、
交流できる場に変わっていくのも、祭りのもつ魅力であり、女性にと
っては大切な時間なのかもしれません。
この様に、古より女性のパワーが祭りを支えてきたのです。
　しかし、地域間で違いがあるものの、人口減少や高齢化による協力
者の参加減少とか、子育て世代や女性の社会進出世代で時間がとれな
いなど、時代の流れとともに、こうした女性の貢献活動の継承が難し
くなっています。

作　プラたん

四 コ マ 漫 画

キャッシュレス編

古より祭
りを支え

る
古より祭

りを支え
る

　　　　
女性のパ

ワー！

　　　　
女性のパ

ワー！
鹿島
まつり『

秋・彩祭!!』

栄町・芝崎・東吉田の皆さん
取材ご協力ありがとうございました。

栄町地区

東吉田 3 班

芝崎地区
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▲手前の山頂部が、平須賀城跡です。（撮影　みなべ川森林組合）

みなべ

 ちょっと

気になる・
・・

「みなべ町指定文化財」
中世ロマンの山城　
『平須賀城跡（東本庄・西本庄）』

　平須賀城は、中世南部平野一帯を支配していた士豪野辺氏の築いたものであると言わ
れています。
平主城・平祝城・平主山城・平柄城・平守城とも称され、南部川本流に玉川が合流する
標高 207m の平須山頂に築かれた山城です。この城跡からは南に広がる南部平野を一望
できるだけでなく、東、西、北の村境（南部谷）の山なみも手に取るように見渡せる位
置にあります。
　野辺氏は、守護畠山氏に従って戦功があったので津殿の一荘を与えられ、その後南部
の荘官となり、野辺忠秀のとき高田城（晩稲）を築いたと言われています。
平須賀城の築城は、16 世紀のはじめ南部荘を支配していた野辺氏が、高田城から本拠
を移したのが始まりとされていた。しかし、15 世紀初めの文書（『御坊市史』）により
築城は 15 世紀前にさかのぼると考えられています。
　南部町の『勝専寺文書』によると、野辺春和の時に重税、弾圧など厳しい統治を行っ
たため、勝専寺や御坊の湯河氏の助けを得た農民によって攻められ、1580 年に落城し
たという説と、当時、日高・牟婁地方を支配していた湯川氏に滅ぼされたという二説が
あります。平須賀城へは国道 424 号から登ることができます。この機会に、秋風に吹か
れながら、みなべ町の悠久の歴史を肌で感じてみませんか。

みなべ町議会だよりNo.57
令和元年11月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
TEL　0739-72-1334
Fax　0739-72-1335

の

れあ こ
れ

お問い合わせは　議会事務局（☎72-1334）へ

12月に町議会定例会を開催します。
12月議会
12月3日（火）開会（予定）

予告

10
月
1
日
か
ら
消
費
税
が
10
％
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
少
子
化
対
策
と
し

て
、
3
才
～
5
才
児
の
幼
児
教
育
の
無
償
化

が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
な
べ
町
で
は
令
和
4
年
4
月
に
、
小
山

田
の
高
台
に
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
の
予
定

で
す
。
新
し
い
制
度
の
下
、
充
実
し
た
子
育

て
が
で
き
る
町
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
ど
も
園
、
防
災
広
場
を
中
心

と
し
た
新
し
い
街
づ
く
り
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
様
方

と
知
恵
を
出
し
合
い
、
住
み
よ
い
み
な
べ
町
を
目
指
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
出
来
る

こ
と
か
ら
早
急
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会　

谷
本　

吉
弘

編 集 後 記


